
　
翻
訳
と
感
化
の
詩
学
│
│
「
野
分
」
の
人
格
論
を
め
ぐ
っ
て
│
│

　

日
比
嘉
高

（
ひ
び
・
よ
し
た
か
）

　

　
〈
翻
訳
〉
を
必
ず
し
も
単
な
る
異
言
語
間
の
言
葉
の
移
し
替
え
の
意
味
に
限
定
す
る
必

要
は
な
い
。
そ
れ
を
、
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
の
言
う
よ
う
に
「
あ
る
特
定
の
言
語
も
し
く
は
表

象
の
型
に
は
統
合
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
様
々
な
記
号
シ
ス
テ
ム
を
展
開
す
る
多
様
な
社

会
グ
ル
ー
プ
間
の
共
時
的
な
交
流
と
闘
争
と
し
て
理
解
し
直
」
す
と
し
た
ら
、
ど
う
だ
ろ

う（
1
）

。〈
翻
訳
〉
概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
あ
る
テ
ク
ス
ト
や
言
説
が
生
成

す
る
と
き
に
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
枠
組
み
の
流
入
と
変
容
の
あ
り
さ
ま
を
、
反
映

論
的
に
短
絡
し
て
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
精
緻
に
追
究
で
き
る
よ
う
に
な
る
し
、
さ

ら
に
は
そ
の
枠
取
り
か
ら
テ
ク
ス
ト
／
言
説
が
離
脱
し
て
い
く
瞬
間
を
も
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
文
化
的
な
〈
翻
訳
〉
の
具
体
的
稼
働
の
よ
う
す
を
、
明
治
後
半
期
の
〈
人
格
〉

を
め
ぐ
る
言
説
の
展
開
と
、
漱
石
「
野
分
」
（
明
40
・
1
）
と
の
間
で
検
証
し
て
み
た
い
。

１
．
人
格
論
の
時
代

　
佐
古
純
一
郎
『
漱
石
論
究
』
（
朝
文
社
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
は
、「
野
分
」
の
主
人
公

白
井
道
也
の
『
人
格
論
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。「
今
日
誰
か
が

「
人
格
論
」
と
題
す
る
論
文
を
書
き
、
書
物
を
書
い
て
も
、
べ
つ
だ
ん
珍
ら
し
い
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
野
分
』
が
書
か
れ
た
明
治
三
十
九
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考

え
る
な
ら
、
そ
れ
は
画
期
的
と
い
っ
て
い
い
よ
う
な
こ
と
が
ら
な
の
で
あ
る
」
（
200
頁
）
。

筆
者
は
こ
の
評
価
に
疑
問
を
も
つ
。
た
と
え
ば
、「
野
分
」
発
表
の
三
ヶ
月
前
に
出
た
雑

誌
『
実
業
之
日
本
』
の
臨
時
増
刊
号
（
明
39
・
10
）
を
紐
解
い
て
み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
人
格
の
修
養
」
と
総
題
さ
れ
た
そ
の
特
集
は
、「
大
国
民
の
人
格
」「
人
格
修
養
論
」「
人

格
を
高
む
る
法
」「
泰
西
名
家
人
格
観
」
な
ど
と
い
っ
た
目
次
が
並
ぶ
。
道
也
が
さ
か
ん

に
説
く
人
格
の
価
値
を
、
こ
の
特
集
も
ま
た
強
調
す
べ
く
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
掲
げ
た
表
は
『
国
立
国
会
図
書
館
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
』、
同C

D
-R

O
M

目

録
（J-B

ISC

）
、N

A
C

SIS-W
ebcat

、
筑
波
大
学
・
早
稲
田
大
学
な
ど
各
大
学
図
書
館

の
蔵
書
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

出
版
年

点
数

出
版
年

点
数

　
明
33
　

1

明
42

4

～

～

明
43

2

明
39

4

明
44

4

明
40

6

明
45
／
大
1

4

明
41

4

　

　

【表１】　「人格」をタイ
トルに含む明治期書籍数

（中略部分は 0（未発見））

明
治
三
九
年
以
降
に
な
っ
て
、
年
四
点
を
前
後
し
て
続
々
と
人
格
論
関
係
書
籍
が
刊
行
さ

れ
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
主
要
な
タ
イ
ト
ル
を
紹
介
す
れ
ば
、
明
治
三
九
年
に
は

紀
平
正
美
『
人
格
の
力
│
│
修
養
の
方
法
│
│
』
（
同
文
館
）
、
田
村
逆
水
『
成
功
と
人
格
』

（
博
文
館
）
、
鳥
居
金帝
次
郎
『
人
格
修
養
論
男
操
論
』
（
東
北
評
論
社
）
、
以
下
、
加
藤
咄

堂
『
人
格
之
養
成
』
（
東
亜
堂
、
明
40
）
、
江
口
岳
東
『
人
格
の
光
輝
』
（
実
業
之
日
本
社
、

明
40
）
、
浮
田
和
民
『
人
格
と
品
位
』
（
広
文
堂
書
店
、
明
41
）
、
赤
司
繁
太
郎
『
青
年
と
人

格
』
（
千
代
田
書
房
、
明
42
）
、
四
五
年
に
は
そ
の
名
も
『
人
格
論
』
（
渡
辺
徹
著
、
精
美
堂
）
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と
い
う
書
物
が
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
『
人
格
の
鍛
錬
』
（
実
業
之
日
本

社
、
明
42
）
の
著
者
蘆
川
忠
雄
は
、「
人
格
と
い
ふ
問
題
が
、
近
頃
大
分
世
人
の
口
頭
に
上

る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
誠
に
心
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
そ
の
序
文
を
書
き
出
し
て
い

る
。
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
也
の
『
人
格
論
』
は
「
画
期
的
」
ど
こ
ろ
か
、
む
し

ろ
、　流
、　行
、　り
、　も
、　の

と
す
ら
言
っ
て
よ
い
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
著
述
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
実
は
佐
古
氏
自
身
、
前
掲
『
漱
石
論
究
』
の
後
『
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
人
格
観
念

の
成
立
』
（
朝
文
社
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
）
へ
と
進
み
、
倫
理
学
・
哲
学
を
中
心
に
明
治
二

〇
年
代
か
ら
の
「
人
格
観
念
」
成
立
の
様
相
を
追
究
し
て
い
る
。
こ
の
佐
古
研
究
が
詳
ら

か
に
し
た
よ
う
に
、「
人
格
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
二
〇
年
代
にperson,personality

の
訳
語
と
し
て
成
立
し
た
和
製
漢
語
で
あ
る
。
当
初
主
に
学
術
用
語
で
あ
っ
た
が
、
明
治

三
四
年
に
は
す
で
に
「
此
頃
、
新
聞
雑
誌
等
に
て
、
屡
々
人
格
と
い
ふ
語
を
散
見
し
、
此

語
は
殆
ん
ど
通
俗
語
と
な
ら
ん
と
す
る
程
に
な
れ
る
が
、
〔
…
〕
」
（
中
島
力
造
「
◎
人
格

と
は
何
ぞ
や
」『
教
育
学
術
界
』
明
34
・
7
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
な
の
は
、
道
也
の
『
人
格
論
』
は
作
品
発
表
時
に
お
い

て
す
で
に
「
画
期
的
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
し
か
し
同
時
に
そ
れ
は
日
露
戦

後
の
何
ら
か
の

、　う
、　ね
、　り

と
同
調
し
て
出
現
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
「
う
ね
り
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
い
ま
少
し
人
格
を
め
ぐ

る
言
説
に
つ
い
て
見
渡
し
て
お
く
。
明
治
三
〇
年
代
に
入
っ
て
人
格
は
「
通
俗
語
」
化
し

始
め
る
と
と
も
に
、
学
術
用
語
と
し
て
も
展
開
と
精
緻
化
を
進
め
、
倫
理
学
、
哲
学
、
心

理
学
、
法
律
学
、
宗
教
・
神
学
、
教
育
、
さ
ら
に
は
芸
術
、
修
養
論
な
ど
膨
大
な
領
域
を

覆
っ
て
い
く
。
そ
の
い
く
つ
か
か
ら
用
例
を
引
い
て
み
よ
う
。
引
用
一
点
目
が
辞
典
、
二

点
目
が
心
理
学
、
次
が
芸
術
で
あ
る
。

１

°

独
立
し
て
思
考
し
行
動
し
得
る
個
体
。
２

°

〔
倫
〕
精
神
の
統
一
を
持
続
し
て
意
識

的
行
動
を
な
し
、
道
徳
上
の
責
任
を
も
受
け
得
ら
る
ゝ
資
格
あ
る
個
体
。
３

°

〔
法
〕

自
己
の
生
存
発
達
を
営
み
得
る
能
力
を
有
す
る
権
利
の
主
体
。（

2
）

予
が
専
攻
せ
る
心
理
学
は
夙
に
這
般
〔
人
格
〕
の
研
究
に
向
ひ
、
殊
に
主
意
論
が
そ
の

根
柢
と
し
て
採
用
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
、
人
格
研
究
の
傾
向
を
強
め
、
心
理
学
を
も
っ

て
人
格
の
学
な
り
と
な
す
も
の
す
ら
あ
る
に
至
れ
り
。

（
渡
辺
徹
『
人
格
論
』
精
美
堂
、
明
45
・
1
、
序
3
頁
）

ゲ
ー
テ
は
人
格
は
芸
術
と
詩
と
に
於
け
る
凡
て
の
も
の
で
あ
る
と
ま
で
云
つ
た
。
作

者
の
人
格
を
離
れ
て
は
、
到
底
真
の
芸
術
は
あ
り
得
な
い
。

（「
文
芸
講
話
　
芸
術
と
人
格
」『
新
潮
』
明
43
・
2
）

　
こ
の
他
、
文
部
省
訓
令
第
三
号
「
中
学
校
教
授
要
目
」
（
明
35
・
2
・
6
）
中
の
修
身
科
に

お
い
て
も
、
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
の
課
題
「
道
徳
の
要
領
　
自
己
ニ
対
ス
ル
責
務
」

と
し
て
「
人
格
」
が
数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
公
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
も
ま
た
こ
の
概
念
の
浸
透
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
、
個
人
を
理
解
し
表
現
し
構
成
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の

〈
人
格
〉
が
機
能
を
始
め
る
。〈
人
格
〉
概
念
を
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
は
道
徳

的
主
体
と
し
て
、
権
利
義
務
の
主
体
と
し
て
、
次
世
代
を
感
化
す
る
主
体
と
し
て
、
さ
ら

に
は
作
品
を
統
べ
る
主
体
と
し
て
表
象
さ
れ
、
そ
の
学
的
枠
組
み
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て

統
御
さ
れ
て
い
く
。

　
〈
人
格
〉
概
念
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
領
域
で
鍛
え
上
げ
ら
れ
て
い
く
一
方
で
、「
品
格
」

「
品
性
」
な
ど
と
互
換
性
を
獲
得
し
な
が
ら
日
常
語
と
し
て
も
浸
透
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

白
井
道
也
が
『
人
格
論
』
を
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
た
日
露
戦
後
に
は
、「
人
格
」
を
冠

し
た
書
物
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
る
状
況
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

２
．
白
井
道
也
の
『
人
格
論
』

　
で
は
こ
う
し
た
な
か
現
れ
た
道
也
の
『
人
格
論
』
は
、
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う（

3
）

。

　
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
人
格
の
価
値
づ
け
、
人
格
修
養
と
し
て
の
学
問
、
学

問
と
金
の
背
離
論
、
人
格
に
よ
る
教
育
、
趣
味
の
強
調
と
文
学
者
の
役
割
と
い
う
あ
た
り

だ
ろ
う
。
後
の
論
旨
と
関
わ
る
点
の
み
見
て
お
け
ば
、
学
問
と
金
に
つ
い
て
は
、「
学
問

即
ち
物
の
理
が
わ
か
る
と
云
ふ
事
と
生
活
の
自
由
即
ち
金
が
あ
る
と
云
ふ
事
は
独
立
し
て

関
係
の
な
い
の
み
な
ら
ず
、
反
つ
て
反
対
の
も
の
で
あ
る
」
（「
野
分
」
十
一
、
道
也
の
演

2



説
、
436
頁
、
漱
石
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
以
下
す
べ
て
平
成
版
『
漱
石
全
集
』
岩
波
書
店
）
と
い
う

背
離
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
人
格
に
よ
る
教
育
に
つ
い
て
は
「
道
也
は
人
格
に
於
て

流
俗
よ
り
高
い
と
自
信
し
て
居
る
。
流
俗
よ
り
高
け
れ
ば
高
い
程
、
低
い
も
の
ゝ
手
を
引

い
て
、
高
い
方
へ
導
い
て
や
る
の
が
責
任
で
あ
る
」
（「
野
分
」
一
、
266
頁
）
と
い
う
責
務

感
が
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
人
格
を
他
の
何
よ
り
も
貴
い
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
修
養
・
維
持
の
必
要
性
を
説
く
。

高
い
人
格
へ
の
尊
敬
を
求
め
、
高
い
人
格
を
も
つ
も
の
に
は
低
い
も
の
を
導
く
責
任
が
あ

る
と
す
る
。
こ
う
し
た
道
也
の
『
人
格
論
』
の
展
開
を
整
理
す
る
と
、
同
時
代
に
拡
が
っ

て
い
た
人
格
論
諸
言
説
の
あ
る
領
域
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
あ
る
領
域

と
は
、
先
に
少
し
触
れ
た
「
う
ね
り
」
を
現
出
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
動
き
を
視

野
に
入
れ
る
と
、
道
也
の
『
人
格
論
』
が
明
治
四
〇
年
に
現
れ
た
こ
と
の
意
味
が
見
え
て

く
る
。

　
「
う
ね
り
」
と
は
修
養
論
ブ
ー
ム
、
領
域
は
修
養
論
で
あ
る
。

　
明
治
三
〇
年
代
前
半
の
「
成
功
」
ブ
ー
ム
が
冷
却
し
、
よ
り
内
向
き
な
「
修
養
」
へ
と

思
潮
は
変
化
す
る
。
こ
こ
で
言
う
修
養
論
系
人
格
論
は
、
こ
う
し
た
修
養
論
の
体
系
に
接

続
さ
れ
る
か
た
ち
で
編
成
さ
れ
た
人
格
論
で
あ
る
。

　
こ
の
修
養
論
系
人
格
論
と
道
也
の
『
人
格
論
』
は
共
通
す
る
点
が
多
い
。「
人
格
の
修

養
」
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
は
当
然
と
し
て
も
、
学
問
の
意
義
づ
け
、
趣
味
の
涵
養
、
教

育
に
お
け
る
人
格
の
重
視
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
枠
組
み
の
共
有
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
た
と
え
ば
人
格
修
養
と
し
て
の
学
問
に
つ
い
て
は
英
国
ジ
ヨ
ン
、
ラ
ボ
ツ
ク
述
「
人
格

修
養
論
」
（
前
掲
『
実
業
之
日
本
』
臨
時
増
刊
）
が
次
の
よ
う
に
言
う
。「
夫
れ
学
問
は
手
段

な
り
、
目
的
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
〔
…
〕
学
問
に
よ
り
て
判
断
を
正
確
に
し
、
品
性
を
陶

冶
し
、
人
格
を
高
尚
に
す
る
こ
そ
賢
者
の
道
な
れ
」
（
48
頁
）
。

　
教
育
と
感
化
に
つ
い
て
も
、
道
也
の
前
提
と
同
じ
く
「
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
教
師
の

人
格
の
力
が
生
徒
の
上
に
影
響
す
る
所
は
甚
だ
多
い
の
で
、
如
何
な
る
学
校
の
教
師
で
あ

り
ま
し
て
も
、
人
格
と
い
ふ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
」
（
中
島

力
造
『
教
育
者
の
人
格
修
養
』
目
黒
書
店
、
明
44
・
11
、
18
頁
）
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　
道
也
の
『
人
格
論
』
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
同
時
代
の
修
養
論
系
の
人
格

論
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
白
井
道
也
も
ま
た
、
日
露
戦

後
の
修
養
論
者
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
道
也
な
り

の
〈
翻
訳
〉
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
特
徴
的
と
見
ら
れ
る
の
は
、
道
也
の
論
が
教
育
者
側
の
視
点
に
立
っ
た
論
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
「
教
育
」
は
、「
学
者
」「
文
学
者
」
の
「
筆
」
や
「
舌
」
に

よ
る
啓
蒙
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
「
金
」
に
対
す
る
態
度
も
興
味
深
い
。
水
谷
修
「
修
養
論
の
構
造
」
（『
教
育
学
研
究
集

録
』
筑
波
大
学
、
第
6
集
、
一
九
八
三
年
）
は
、
修
養
論
の
類
型
を
四
つ
に
分
類
し
、
そ
の

う
ち
「
世
俗
的
利
益
」
を
肯
定
す
る
か
、「
精
神
的
満
足
」
を
選
択
す
る
か
の
観
点
か
ら
、

前
者
を
「「
成
功
」
志
向
の
修
養
論
」、
後
者
を
「「
内
省
」
志
向
の
修
養
論
」
と
し
て
分

類
し
て
い
る
。
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
人
格
論
の
文
脈
に
お
い
て
も
こ
の
分
類
は
有
効
で

あ
る
。
修
養
論
系
の
人
格
論
を
見
渡
し
て
も
、
拝
金
主
義
そ
の
も
の
を
肯
定
す
る
論
は
存

在
せ
ず
、
富
と
人
格
の
一
致
を
説
く
か
（「
成
功
」
志
向（

4
）

）、
富
の
獲
得
を
度
外
視
す
る
か

（「
内
省
」
志
向
（
5
）
）
に
お
お
む
ね
二
分
さ
れ
る
よ
う
だ
。
で
は
道
也
の
『
人
格
論
』
は
ど
う

か
。
金
と
人
格
と
を
「
反
つ
て
反
対
の
も
の
」
と
み
る
彼
の
論
理
は
、
一
見
「
内
省
」
志

向
に
近
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
金
」
を
度
外
視
す
る
ど
こ
ろ
か
強
烈
に
否
定
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
か
え
っ
て
「
金
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
修
養
論
系
人
格

論
の
中
に
は
こ
う
し
た
タ
イ
プ
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
教
育
と
文
学
、「
金
」
の
扱
い
な
ど
、
道
也
の
人
格
論
の
論
理
の
も
つ
特
徴
・
相
違
点

が
確
認
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
真
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
内
実
面
で

の
細
か
な
差
異
で
は
な
い
。
人
格
論
が
、

、　小
、　説
、　と
、　し
、　て

発
表
さ
れ
た
こ
と
。「
野
分
」
に

お
け
る
最
大
の
〈
翻
訳
〉
は
、
こ
の
点
に
こ
そ
存
す
る
だ
ろ
う（

6
）

。
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３
．「
感
化
」
と
小
説

　
小
説
へ
と
〈
翻
訳
〉
さ
れ
た
人
格
論
の
意
味
と
機
能
を
考
え
る
際
に
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

の
は
、「
教
育
」
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
人
格
論
的
キ
ー
ワ
ー
ド
、「
感
化
」
で
あ
る
。

　
前
提
と
し
て
、
先
行
論
者
に
よ
る
次
の
二
点
の
指
摘
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ

は
、「
野
分
」
に
漱
石
の
日
露
戦
後
の
「
新
し
い
世
代
」
へ
の
期
待
と
危
惧
を
み
る
石
崎

等
「
漱
石
と
「
新
し
い
世
代
」
覚
書
」
（『
文
芸
と
批
評
』
一
九
六
七
年
六
月
）
、
も
う
ひ
と

つ
は
「
白
井
道
也
と
そ
の
読
者
の
関
係
を
作
品
内
に
顕
在
化
し
た
作
品
」
と
し
て
読
む
村

瀬
士
朗
「
流
通
す
る
「
文
学
」、「
文
学
者
」
の
自
立
」
（『
文
学
』
一
九
九
一
年
一
月
）
で

あ
る
。
青
年
た
ち
へ
の
「
教
育
」
の
視
点
を
導
入
し
た
こ
と
、
道
也
と
読
者
の
関
係
の
変

化
が
書
き
込
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
指
摘
し
た
こ
と
の
二
点
を
押
さ
え
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら

〈
青
年
教
育
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
い
た
作
品
〉
と
い
う
本
論
の
出
発
点
を
導
い
て
お
く
。
こ

の
出
発
点
に
立
っ
て
、
人
格
論
を
い
か
に
〈
翻
訳
〉
し
て
テ
ク
ス
ト
が
生
成
し
て
い
る
の

か
見
て
み
た
い
。

　
道
也
の
言
葉
や
筆
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
高
柳
が
影
響
を
受
け
て
変
化
し
、
演
説

「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
」
の
聴
衆
た
ち
も
喝
采
へ
と
導
か
れ
る
の
は
村
瀬
論
の
指
摘
す
る

通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
読
者
聴
衆
た
ち
の
変
化
は
、
単
な
る
慫
慂
や
説
得
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
テ
ク
ス
ト
は
彼
ら
の
変
化
を
裏
づ
け
る
論
理
を

用
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
此
物
質
的
に
何
等
の
功
能
も
な
い
述
作
的
労
力
の
裡
に
は
彼
の
生
命
が
あ
る
。
彼

の
気
魄
が
滴
々
の
墨
汁
と
化
し
て
、
一
字
一
劃
に
満
腔
の
精
神
が
飛
動
し
て
居
る
。

此
断
篇
が
読
者
の
目
に
映
じ
た
時
、
瞳
裏
に
一
道
の
電
流
を
呼
び
起
し
て
、
全
身
の

骨
肉
が
刹
那
に
震
へ
か
し
と
念
じ
て
、
道
也
は
筆
を
執
る
。
〔
…
〕
白
紙
が
人
格
と

化
し
て
、
淋
漓
と
し
て
飛
騰
す
る
文
章
が
あ
る
と
す
れ
ば
道
也
の
文
章
は
正
に
是
で

あ
る
。

（「
野
分
」
三
、
311-

312
頁
）

多
勢
が
朝
に
晩
に
、
此
一
人
を
突
つ
き
廻
は
し
て
、
幾
年
の
後
此
一
人
の
人
格
を
堕

落
せ
し
め
て
、
下
劣
な
る
趣
味
に
誘
ひ
去
り
た
る
時
、
彼
等
は
殺
人
よ
り
重
い
罪
を

犯
し
た
の
で
あ
る
。
〔
…
〕
趣
味
の
堕
落
し
た
も
の
は
依
然
と
し
て
現
存
す
る
。
現

存
す
る
以
上
は
堕
落
し
た
趣
味
を
伝
染
せ
ね
ば
や
ま
ぬ
。
彼
は
ペ
ス
ト
で
あ
る
。

（「
野
分
」
五
、
解
脱
と
拘
泥
、
336-

337
頁
）

　
前
者
は
「
白
紙
が
人
格
と
化
」
す
と
評
さ
れ
る
道
也
の
述
作
の
よ
う
す
と
、
そ
の
読
者

へ
の
伝
播
の
具
体
的
描
写
。
後
者
は
こ
の
伝
播
の
悪
し
き
局
面
の
例
示
で
あ
る
。
語
ら
れ

て
い
る
の
は
、
堕
落
さ
せ
ら
れ
た
人
格
の
発
揮
す
る
趣
味
が
周
囲
に
「
伝
染
」
し
て
い
く

こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
伝
播
と
「
伝
染
」
の
描
写
の
背
後
に
は
、
明
ら
か
に
同
時
代
の
人
格
論
の
言

う
と
こ
ろ
の
「
感
化
」
の
概
念
が
前
提
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。「
感
化
」
は

教
育
・
修
養
系
の
人
格
論
に
お
い
て
、
生
徒
や
自
分
自
身
を
啓
発
し
変
化
さ
せ
る
た
め
の

論
理
を
提
供
す
る
概
念
で
あ
る
。
修
養
論
が
読
者
を
「
感
化
」
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
偉

人
の
徳
目
を
挙
げ
る
の
は
珍
し
く
な
い
し
（
た
と
え
ば
『
実
業
之
日
本
』
臨
時
増
刊
の
「
人
格

の
感
化
力
」）
、
少
し
後
に
は
「
感
化
」
の
シ
ス
テ
ム
を
心
理
学
的
に
追
究
す
る
佐
藤
繁
彦

『
人
格
の
感
化
』
（
実
業
之
日
本
社
、
大
2
・
11
）
と
い
う
著
述
も
出
て
い
る
。
む
ろ
ん
漱
石

も
、
こ
の
概
念
を
知
っ
て
い
た
。「
〔
…
〕
え
ら
い
人
が
此
種
の
〔「
情
操
」
重
視
の
〕
文
学
を

か
い
て
、
え
ら
い
人
の
人
格
に
感
化
を
受
け
た
い
と
云
ふ
人
が
出
て
来
て
、
双
方
が
ぴ
た

り
合
へ
ば
、
深
厚
博
大
の
趣
味
が
波
動
的
に
伝
つ
て
行
つ
て
、
一
篇
の
著
書
も
大
い
な
る

影
響
を
与
へ
る
事
が
出
来
ま
す
」
（「
創
作
家
の
態
度
」
第
一
回
朝
日
講
演
会
、
明
41
・
2
・
15
、

231
頁
）
。「
人
格
」「
感
化
」「
趣
味
」
が
き
れ
い
に
出
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
明
治
後
半
期
の
言
説
空
間
に
幅
広
く
浸
透
し
て
い
っ
て
い
た
人
格
を
論
じ
る
知
の
枠
組

み
、
な
か
で
も
修
養
論
の
文
脈
に
お
け
る
そ
れ
に
修
正
を
加
え
な
が
ら
取
り
込
ん
で
、「
野

分
」
は
成
立
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
人
格
の
「
感
化
」
と
い
う
思
想
は
、
青
年
教
育

の
プ
ロ
セ
ス
を
描
く
テ
ク
ス
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

見
い
出
せ
る
の
で
あ
る（

7
）

。
人
格
論
の
小
説
へ
の
〈
翻
訳
〉
が
、
ま
ず
は
こ
こ
に
展
開
さ

れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
考
え
を
進
め
て
み
る
。
で
は
、「
野
分
」
と
は
「
感
化
」
に
よ
る
青
年
教
育
の

プ
ロ
セ
ス
を
描
い
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
言
い
き
っ
て
し
ま
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
し
か
に
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
高
柳
は
道
也
に
「
感
化
」
さ
れ
、『
人
格
論
』
を
手
に
し

て
中
野
の
と
こ
ろ
へ
向
か
う
。
し
か
し
こ
う
し
た
結
末
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
中
あ
ま
り
に
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も
そ
の
「
感
化
」
を
及
ぼ
す
「
先
生
」
た
る
道
也
が
相
対
化
さ
れ
て
い
は
し
な
い
か
。
同

時
代
評
も
早
く
か
ら
「
作
者
自
か
ら
現
実
を
茶
化
し
て
観
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
」
る
た

め
、
道
也
が
「
左
程
豪
い
人
と
は
思
は
れ
ぬ
」
と
言
っ
て
い
た
（
銀
漢
子
「
漱
石
氏
の
『
野

分
』」『
早
稲
田
文
学
』
明
40
・
2
）
。「
野
分
」
は
単
純
に
人
格
に
よ
る
「
感
化
」
を
説
い
て

終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
道
也
の
相
対
化
に
よ
っ
て
効
果
さ
れ
る
、
彼
の

、　頑
、　な
、　さ

あ
る
い

は
盲
目
性
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
テ
ク
ス
ト
は
、「
一
人
坊
っ
ち
は
崇
高
な

も
の
」
と
い
い
、「
芸
者
や
車
引
に
理
会
さ
れ
る
様
な
人
格
な
ら
低
い
に
極
つ
て
ま
す
」

（「
野
分
」
八
、
387-

388
頁
）
と
主
張
す
る
道
也
を
、
一
方
で
異
な
っ
た
ま
な
ざ
し
の
も
と
に

置
き
、
人
格
で
「
感
化
」
す
る
は
ず
の
生
徒
に
排
斥
さ
れ
、
出
版
を
断
ら
れ
、
妻
に
「
自

分
丈
は
あ
れ
で
中
々
え
ら
い
積
り
で
居
り
ま
す
か
ら
」
（「
野
分
」
十
、
414
頁
）
と
言
わ
れ

る
場
面
を
も
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
人
格
論
は
、
テ
ク
ス
ト
の
一
部
と
し
て
小
説
内
部
に

置
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
複
数
の
視
点
・
声
に
よ
り
必
然
的
に
相
対
化
を
蒙
る
。

人
格
論
の
〈
外
〉
が
併
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
の
引
用
は
「
学
問
」
を
相
対
化
す
る
視
点
の
提
示
で
あ
る
。

な
ま
じ
い
に
美
学
抔
を
聴
い
た
因
果
で
、
男
は
す
ぐ
女
に
同
意
す
る
丈
の
勇
気
を
失

つ
て
ゐ
る
。
学
問
は
己
れ
を
欺
く
と
は
心
付
か
ぬ
と
見
え
る
。
自
か
ら
学
問
に
欺
か

れ
な
が
ら
、
欺
か
れ
ぬ
女
の
判
断
を
、
い
た
づ
ら
に
誤
ま
れ
り
と
の
み
見
る
。

（「
野
分
」
七
、
359
頁
）

　
こ
れ
は
中
野
に
向
け
ら
れ
た
語
り
手
の
評
だ
が
、「
男
」「
女
」
と
一
般
化
さ
れ
て
も
い

る
よ
う
に
、
全
く
同
じ
論
理
が
道
也
に
も
当
て
は
ま
り
う
る
。
道
也
の
場
合
で
は
、
学
問

と
は
人
格
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
学
問
は
己
れ
を
欺
く
」、
す
な
わ
ち
人
格
論
が
「
己

れ
を
欺
く
」
可
能
性
の
示
唆
で
あ
る
。

　
た
だ
テ
ク
ス
ト
は
、
人
格
論
そ
の
も
の
の
陥
穽
を
語
る
こ
と
は
せ
ず
、
人
格
修
養
論
者

で
あ
る
道
也
の
頑
な
さ
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
が
作
品
の
限
界
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
人
格
論
を
〈
翻
訳
〉
し
つ
つ
援
用
し
た
小
説
「
野
分
」
が
、
そ
の

内
部
に
お
い
て
放
っ
た
「
学
問
は
己
れ
を
欺
く
」
と
い
う
言
葉
を
、
現
在
の
我
々
が
も
う

一
度
〈
翻
訳
〉
し
投
げ
返
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
は
ず
だ
。

　
明
治
か
ら
大
正
へ
と
移
り
ゆ
く
な
か
、〈
人
格
〉
は
自
己
の
陶
冶
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

と
同
時
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
個
々
の

、　分
、　限

を
も
内
面
化
さ
せ
て
い
く
。
人
々

の
自
由
と
制
約
、
明
視
と
盲
目
と
が
、〈
人
格
〉
の
名
の
も
と
に
生
起
し
て
い
く
過
程
│

│
「
学
問
が
己
れ
を
欺
」
い
て
い
く
過
程
の
考
察
が
、
こ
の
問
い
返
し
の
先
に
は
開
か
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

注

（
1
）
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
『
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
へ
の
情
熱
』（
青
土
社
、
一
九
九
九
年
七
月
、292
頁
）。
た

だ
し
、〈
翻
訳
〉
の
拡
張
は
チ
ョ
ウ
の
言
う
よ
う
な
「
文
化
の
同
時
代
性
」
が
認
め
ら
れ
た
中

で
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

（
2
）
『
辞
林
』
新
版
（
三
省
堂
書
店
、
明
44
・
4
）
の
「
人
格
」
の
項
。
引
用
は
『
明
治
の
こ
と
ば

辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
一
二
月
）
に
よ
る
。

（
3
）
『
人
格
論
』
は
作
中
で
は
内
容
が
直
接
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
語
り
手
「
作
者
」

に
よ
る
道
也
の
信
条
の
叙
述
、
論
文
「
解
脱
と
拘
泥
」、
演
説
「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
」
を
そ

の
内
容
と
同
質
の
も
の
と
み
な
し
て
論
じ
る
。

（
4
）
「
正
直
に
儲
け
た
る
金
銭
を
所
有
す
る
は
、
或
る
程
度
ま
で
は
其
所
有
者
に
品
性
あ
り
力
量

あ
る
の
証
拠
な
り
」（
江
口
岳
東
『
人
格
の
光
輝
』
実
業
之
日
本
社
、
明
40
・
10
、
202
頁
）。

（
5
）
大
原
里
靖
『
人
格
と
教
養
』（
参
文
舎
、
明
40
・
10
、
10-

11
頁
）
は
「
成
功
の
基
礎
を
人
格
そ

の
物
の
力
に
帰
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
述
べ
、「
空
虚
な
る
名
誉
」「
不
義
の
財
宝
」
な
ど
に

よ
る
成
功
を
否
定
す
る
。

（
6
）
本
論
は
作
家
漱
石
を
参
照
す
る
方
向
を
採
ら
な
い
が
、
よ
く
引
か
れ
る
よ
う
に
漱
石
は
高
浜

虚
子
宛
書
簡
（
明
39
・
10
・
17
付
）
で
「
近
々
「
現
代
の
青
年
に
告
ぐ
」
と
云
ふ
文
章
を
か
く
か

又
は
其
主
意
を
小
説
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
、
構
想
の
ゆ
れ
を
示
し
て
い
た
。

（
7
）
四
つ
の
形
の
組
み
込
み
が
考
え
ら
れ
る
。
理
論
の
提
示
と
し
て
（
道
也
の
『
人
格
論
』）、
具

体
的
な
「
感
化
」
プ
ロ
セ
ス
の
描
写
と
し
て
、
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
と
し
て
（
高
柳
へ
の
「
感

化
」）、
三
点
目
を
メ
タ
レ
ベ
ル
に
転
化
し
た
「
野
分
」
読
者
へ
の
「
感
化
」
と
し
て
、
で
あ
る
。

［
付
記
］
本
論
執
筆
に
先
立
ち
、
二
〇
〇
〇
年
度
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
に
お
い
て
発

表
を
行
い
教
唆
を
得
た
。

│
│
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
筑
波
大
学
大
学
院
│
│
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